
○×精機

SDGsと日野の戦略・取り組み
日野のトラック・バス事業は、社会インフラとしての物流や人流を支えるという意味で、非常に公益性の高

い事業です。昨今、人流・物流においては重大交通事故やCO₂問題、ドライバー不足などのさまざまなお客様・
社会の課題が顕在化しています。これらの課題の解決は私たちが『Challenge2025』や『日野環境チャレン
ジ2050』といった戦略で達成すべき目標であり、SDGsが目指している方向性とも一致しています。

ここではSDGsの課題について、今世界でどのようなことが起き、日野がどのような目標・取り組みで貢
献するのか、具体的にご紹介いたします。

安心・安全で、環境にやさしく、人と物が、
自由に最適に移動できる社会の実現

ダイバーシティ&インクルージョン

人流・物流を支える人財を育てる

サステナブルなバリューチェーンの構築

トラック・バス事業における
各ステップで、環境負荷最小化

同じ志を持った仲間づくり

交通死亡事故ゼロ、CO₂排出量の大幅削減、人流物流の
さらなる効率化によって、「豊かで住みよい持続可能な社
会」実現を目指します。

グローバルな事業を展開する日野にとって、
ダイバーシティ＆インクルージョンは人財戦略の基本となる考え方です。

慢性的な整備士不足という課題に対して、
お客様車両の稼働を止めないよう
整備士の育成・充実に取り組みます。

裾野の広いトラック・バスのバリューチェーンにおいて、
社会・環境に与える影響を低減することで、
環境負荷の少ない持続可能な社会の実現に貢献します。

トラック・バスが地球に与える環境負荷を極限まで低減する
取り組み『日野環境チャレンジ2050』で、地球温暖化防止、
資源循環、生物多様性保全などに貢献します。

日野グループだけにとどまらず、同じ志を持つ企業
とパートナーになり、社会課題解決に取り組みます。
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持続可能な開発目標（SDGs）は、2015年9月に国連持
続可能な開発サミットにて採択された、2030年までに人
類が達成すべき17の目標（GOALS）と169のターゲット
です。SDGsは全世界共通の目標として「誰一人取り残さ
ない」世界を実現しようとする壮大なチャレンジであり、国
はもちろん企業にも積極的な関与が求められています。

169のターゲット
SDGsの各目標には具体的な達成基準（ターゲット）が設
定されており、計169のターゲットから構成されています。

P.26詳しくは

P.28詳しくは

P.30詳しくは

P.32詳しくは

P.33詳しくは

P.31詳しくは

SDGsへの貢献を通じて日野が目指す姿

SDGsについてはこちら（国連広報センター）

（あらゆる力を結集した社会課題解決）
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○×精機

安心・安全で、環境にやさしく、人と物が、
自由に最適に移動できる社会の実現1

具体的な取り組み

課題解決に向けた戦略、取り組みの方向性
日野では、「交通事故のない安心・安全な社会」、「人や物の移動による環境負荷の少ない社会」、そ

して「人や物が自由に最適に移動できる社会」の実現を目指し、『Challenge2025』でお客様・社会
への価値提供として①日野車による「交通死亡事故ゼロ」、②「CO₂排出量の大幅削減」、③「お客様
ビジネスの発展支援」、④「人流・物流の更なる効率化」の4つを掲げ、3つの方向性の取り組みで複
合的な解決にチャレンジしています。（3つの方向性について　　　　　 ）

特に注力するSDGsのターゲットと、事業を通じて貢献できること、戦略・取り組み事例を紹介します。

日野が取り組む社会課題

地球温暖化
CO₂排出量の削減が全世界・全産業共通の
課題。

新興国のさらなる発展
特にASEANを中心に、経済成長や交通インフ
ラ整備に伴う商用車需要がより一層高まり、ス
ピード感ある商品提供が求められている。

ドライバー不足
物流業界における積載効率低下
e-コマースの拡大に伴うドライバー不足や少量
多品種の品揃えによる積載効率の低下。

輸送効率の悪化
少量多品種の品ぞろえによる効率の悪化。

移動困難者の増加
高齢化社会などの影響により、過疎地を中心
に移動困難者が増加。

重大交通事故
トラックは大きく重く、バスは多くの命を預かっ
ている。ひとたび事故が起きれば、大きな事故
となる。

SDGsのターゲット × 日野が取り組む社会課題

3.6  世界の道路交通事故によ
る死傷者半減。（2020年まで）

3.9  有害化学物質、大気、水
質、土壌汚染による死亡／疾病
の件数を大幅減少。（2030年
まで）

ターゲット

9.4  資源利用効率の向上とクリーン技術および環境に配
慮した技術・産業プロセスの導入拡大を通じたインフラ改
良や産業改善により、持続可能性を向上させる。すべての
国々は各国の能力に応じた取組みを行う。（2030年まで）

ターゲット

11.2  脆弱な立場にある人々／女性／子供／障害者／高
齢者のニーズに特に配慮し、公共交通機関の拡大などを通
じた交通の安全性改善により、全ての人々に、安全かつ安
価で容易に利用できる、持続可能な輸送システムへのアク
セスを提供する。（2030年まで）

ターゲット

12.4  合意された国際的な枠組みに従い、製品ライフサイ
クルを通じ、環境上適正な化学物質やすべての廃棄物の
管理を実現し、人の健康や環境への悪影響を最小化するた
め、化学物質や廃棄物の大気、水、土壌への放出を大幅に
削減する。（2020年まで）

ターゲット

あらゆる年齢のすべての人の健康的な生活を確保し、福祉を推進する

強靭なインフラを整備し、包摂的で持続可能な産業を推進するとともに、
技術革新の拡大を図る

都市と人間の居住地を包摂的、安全、強靭かつ持続可能にする

持続可能な消費と生産のパターンを確保する

電動車両の開発（EVバス開発） 社会課題解決に向けた新しい技術開発
（隊列走行）2012年、東京都墨田区と羽村市に日本の商用車

メーカーとして初めて、路線用のEVバスを納車した
実績があります。『日野環境チャレンジ2050』では

「新車CO₂：2013年比90%削減」を掲げ、電動車
両の開発を進めています。

ドライバー不足などの社会課題への対策として、行
政と連携しつつ、隊列走行の実証実験に取り組んでい
ます。今後実用化に向け、ますます技術開発を加速さ
せていきます。

日野ポンチョEV

P.18詳しくは
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空調

○×精機

地中熱の活用
年間を通じてほぼ一定の温度を保つ
地中熱を利用し、冷暖房使用による
CO₂排出量を削減

太陽光の活用
太陽光パネルで得た電気を事
業 所で 活 用することでCO₂
排出量を削減

地球温暖化
異常気象の頻発など地球温暖化の深刻
化は世界中でさまざまな影響を与えてお
り、CO₂排出量の削減が全世界・全産業
共通の課題。

生物多様性の危機
◦�生態系の縮小（例：砂漠化、湖沼の枯渇）。
◦�動植物の絶滅加速 （7分間に1種のス

ピードで、動植物が絶滅）。

水環境問題の深刻化
◦量：水不足

新興国、資源国を中心に、慢性的な水
不足が発生（今後の人口増でさらなる
拡大見込み）。

◦質：安全・安心な水の利用
世界人口の20%にあたる約12億人
が、安全・安心な水環境を利用できて
いない。

具体的な取り組み

日野が取り組む社会課題

自然エネルギーを活用した環境にやさしい工場づくり
日野は「工場CO₂ゼロ」を目指し、トラック・バス製造におけるCO₂排出量削減に取り組んでいます。近年では、

国内外の各工場で自然エネルギーを積極的に活用し、CO₂排出量を徹底的に削減した工場づくりを進めています。

トラック・バス事業における各ステップで、
環境負荷最小化2

課題解決に向けた戦略、取り組みの方向性

グローバル商用車メーカーとして、CO₂排出量徹底削減や水環境保全、生物多様性保全にわたる
各種環境の取り組みにより、生産、製品走行のみならず、物流、リサイクル段階に至る製品ライフサ
イクルの各ステップにおいて、環境負荷の最小化を目指し、『日野環境チャレンジ2050』を掲げて
います。日野はそれらの取り組みを通じて、持続可能な社会を実現し、豊かで住みよい世界と未来づ
くりに貢献します。

6.3  汚染の減少、投棄の廃絶と有害な化学物・物質の放出の最小化、
未処理の排水の割合半減及び再生利用と安全な再利用の世界的規
模で大幅に増加させることにより、水質を改善する。（2030年まで）

すべての人々の水と衛生の利用可能性と
持続可能な管理を確保する

ターゲット

7.2  世界のエネルギーミックスに
おける再生可能エネルギーの割合
を大幅拡大する。（2030年まで）

7.3  世界全体のエネル
ギー効率の改善率を倍増
させる。（2030年まで）

全ての人に手ごろで信頼でき、持続可能かつ近代的な
エネルギーへのアクセスを確保する 

ターゲット

13.3  気候変動の緩和、適応、
影響軽減及び早期警戒に関す
る教育、啓発、人的能力及び制
度機能を改善する。

13.2  気候変動対策を国別の政
策、戦略及び計画に盛り込む。

気候変動とその影響に立ち向かうため、緊急対策を取る

ターゲット

14.1  海洋ごみや富栄養化を含む、特に陸上活動による汚染など、
あらゆる種類の海洋汚染を防止し、大幅に削減する。（2025年まで）

海洋と海洋資源を持続可能な開発に向けて保全し、
持続可能な形で利用する

ターゲット

陸上生態系の保護、回復および持続可能な利用促進、森林の持続可能な管理、
砂漠化への対処、土地劣化の阻止および逆転、ならびに生物多様性損失の阻止を図る

15.2  あらゆる種類の森林の持続可能な経営の実施を促進し、森
林減少を阻止し、劣化した森林を回復し、世界全体で新規植林お
よび再植林を大幅に増加させる。（2020年まで）

ターゲット
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（Hacobu社）

○×精機

持続可能な生産・販売につながる環境取り組みお客様・社会課題解決の加速に向けた他社とのアライアンス

課題解決に向けた戦略、取り組みの方向性課題解決に向けた戦略、取り組みの方向性

今後もトラック・バスを持続的に生産・販売し続けるためにも、日野のバリューチェーンに関わる仕入先・その
他取引先様には日野の取り組みについてご理解・ご協力いただき、共に価値を提供し続ける必要があります。

特に仕入先の皆さまには、「仕入先CSRガイドライン」、「グリーン調達ガイドライン」等に基づき、さまざまな
環境の取り組みを推進していただいています。

深刻化・多様化するお客様・社会課題の対応をスピーディーに進めるため、CASEなどの先進技術領域を中心に、
3つの方向性の各分野で「仲間づくり」を進め、技術開発を加速させます。

部品をつくる段階から、車両製造、お客様によ
る使用、廃棄に至る製品のライフサイクルを通じ
て、環境負荷を低減するだけでなく、サプライ
チェーンにおける人権を侵害するような労働を排
除し、豊かで住みよい世界と未来を次の世代につ
なぎます。

日野が取り組む社会課題

資源枯渇・廃棄物問題
グローバル規模で資源枯渇リスク
は高まっており、大量消費社会の
副産物である廃棄物も年々増加。

バリューチェーンにおける
人権・労働問題

バリューチェーンにおける強制労
働、低賃金労働などの労働者の
人権侵害が散発。

日野が取り組む社会課題

地球環境問題
地球温暖化など多くの課題が顕
在化。

社会課題の顕在化
（人流・物流の世界においても）重
大事故やCO₂問題、人手不足な
どの課題が山積。

左記を含む『Challenge2025』の課題を解決す
るためには、自社の力だけでなく、「仲間づくり」を
通じてあらゆる力を結集しなければなりません。日野
はトヨタグループでの協業を柱にしつつも、同じ志を
もった「仲間づくり」を積極的に進めて協業のシナ
ジー効果を最大限に活用し、「豊かで住みよい持続可
能な社会」の実現を目指して取り組んでいます。

同じ志を持った仲間づくり
（あらゆる力を結集した社会課題解決） サステナブルなバリューチェーンの構築3 4

具体的な取り組み 具体的な取り組み

企画 開発 生産 販売 サービス ソリュー
ション

仕入先様、その他取引先様によるCO₂排
出量削減、節水、省資源、法令順守活動

各国の仕入先総会にて活動報告

日野の戦略 ： 『Challenge2025』、『日野環境チャレンジ2050』

各種ガイドライン ： 『仕入先CSRガイドライン』、『グリーン調達ガイドライン』

○×精機

「仕入先CSRガイドライン」はこちら  「グリーン調達ガイドライン」はこちら

持続可能な開発に向けて実施手段を強化
し、グローバル・パートナーシップを活性化
する

17.16  全ての国々、特に開発途上国での持続可能な開発目標の達成を支援すべく、知識、
専門的知見、技術および資金源を動員、共有するマルチステークホルダー・パートナーシッ
プによって補完しつつ、持続可能な開発のためのグローバル・パートナーシップを強化する。

ターゲット

持続可能な消費と
生産のパターンを確保する

12.4  合意された国際的な枠組みに従い、製品ライフサイクルを通じ、環境上適正な化
学物質やすべての廃棄物の管理を実現し、人の健康や環境への悪影響を最小化するた
め、化学物質や廃棄物の大気、水、土壌への放出を大幅に削減する。（2020年まで）

ターゲット
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日本 フィリピン グアテマラ

日野工業高等学園の人財育成 新車・保有台数増に伴うサポート強化を目指し
メカニックを育成していく（テクニカルサポートア
ンド トレーニングセンター）

現地事業体のみならず、地域全体のサービス技
術向上に貢献する企業内訓練校

（Instituto Tecnico）

グローバルでの人財教育 障がい者活躍支援 育児支援
海外⇒日本赴任による育成

（企業内転勤制度）
個人の能力を活かしたオフィス
サポート業務（日野ハーモニー）

日本⇒海外赴任による育成
（海外トレーニー制度）

企業内保育所
（トントンキッズ）

○×精機

○×精機

多様な人財、一人ひとりの活躍を支える取り組み

将来の人流・物流を見据えた人財育成

課題解決に向けた戦略、取り組みの方向性

課題解決に向けた戦略、取り組みの方向性

日野が取り組む社会課題

日野が取り組む社会課題

日野は、商用車メーカーとして自社製品の開発はもちろんのこと、社会全体の持続可能な人流・物流構築に貢献
し続けます。そのため、将来の人流・物流課題に挑む人財の育成を目指し、日本、グアテマラをはじめ、世界各国
で人づくりに力を入れ、取り組んでいます。また2019年9月には、フィリピンにも「テクニカルサポートアンド
トレーニングセンター」を開所、今後さらなるサポート強化を図っていきます。

人権に関わる課題
人種・宗教、信条などさまざまな

「ちがい」から差別が生まれ、地
域間・国家間の紛争に発展して
いる。

働き方に関わる課題
◦�企業の外国人、障がい者の雇

用は年々増加しており、充実し
た環境づくり、教育制度など
が求められている。

◦�共働き世帯は増加傾向にあり、
男女分け隔てなく育児参加でき
る環境づくりが求められている。

社会基盤を支える人材の育成　
◦�世界各地で人流・

物流に関するさまざ
まな社会課題・環
境課題が顕在化し
ている。

　
◦�自動車整備士を目

指す若者が激減す
る一方、整備要員
の高齢化にも直面。

　
◦�国内の約5割の整

備事業場で整備士
が不足（日整連 自
動車整備白書 平成
29年度版）。

グローバル市場で日野が持続的成長を続けるた
め、多様な人財が活躍できる組織づくりが不可欠
です。多様化するお客様や社会のニーズに応える
商品・サービスを提供するためにも、「ちがい」に
とらわれず、社員一人ひとりの能力を存分に発揮
できる風土づくりに取り組みます。

トラック・バスは社会基盤を支えるインフラであ
り、それらの稼働が止まることがないように常に高
品質で迅速な整備を提供することが求められていま
す。お客様に高品質かつ迅速な整備を提供するとと
もに、企業内訓練校である日野工業高等学園で、将
来的に必要とされる技術にも対応できる人財育成に
注力していきます。

10.2  年齢、性別、障害、人種、民族、出
自、宗教、あるいは経済的地位その他
の状況に関わりなく、すべての人々の
能力強化および社会的、経済的及び政
治的な包含を促進する。（2030年まで） 

全ての人のための持
続的、包摂的かつ持続
可能な経済成長、生産
的な 完全雇用および
ディーセント・ワーク(働
きがいのある人間らし
い仕事)を推進する 

国内および国家間の
格差を是正する

8.8  移住労働者、特に女性の移住
労働者や不安定な雇用状態にある
労働者など、すべての労働者の権利
を保護し、安全・安心な労働環境を
促進する。 

5.5  政治、経済、公共分野でのあ
らゆるレベルの意思決定において、
完全かつ効果的な女性の参画及び
平等なリーダーシップの機会を確保
する。

具体的な取り組み

具体的な取り組み

ジェンダーの平等を
達成し、すべての女性
と女児のエンパワー
メントを図る 

ダイバーシティ&インクルージョン5 人流・物流を支える人財を育てる6

ターゲット ターゲットターゲット

日野工業高等学園についてはこちら

全ての人に包摂的かつ公平で質の高い教育を提供し、
生涯学習の機会を促進する 

4.3  全ての人々が男女の区別なく、手の届く質の高い技術教育・職業教育および大
学を含む高等教育への平等なアクセスを得られるようにする。（2030年まで）ターゲット
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CSRマネジメント
日野のCSR

HINO基本理念とCSRについての基本的考え方

日野自動車は、1992年以来掲げてきた「企業理念」を2007年7月にCSRの観点から見直し
をおこない、策定された「HINO基本理念」において、「人、そして物の移動を支え、豊かで住み
よい世界と未来に貢献する」を会社の使命として掲げています。この理念は、日野自動車が社会
に果たすべき責任を示した「会社の使命」、取り組み方針を示した「基本方針」、そして私たちの
CSRについての思いを表した「CSRメッセージ」の3要素で構成されています。私たちはこの基
本理念に則り、CSR指針の社内への浸透とCSR活動を推進しています。

CSR活動領域とCSR指針

「HINO基本理念」の実現に向け、2008年11月には「CSR指針」を策定し、CSRの活動領域を、リス
ク管理、法令順守を基本とする「企業倫理、社会的責任」の第1領域、「事業活動を通じた社会貢献活動」
の第2領域、「事業活動外での社会貢献活動」の第3領域と定めています。

「HINO基本理念」はこちら

●CSR指針に基づいたCSRの活動領域

日野グループの
CSR

第1領域
企業倫理
社会的責任

第2領域
事業活動を通じた
社会貢献活動

・法令順守活動
・倫理／リスク点検活動（日野行動指針）

・物流を通じた社会貢献
・地球にやさしい輸送をサポート

・環境保全への取り組み
・地域社会とのコミュニケーション

事業活動を通じた社会貢献を推進する活動として以下の4つを
定めました。

◦技術を創る	 ◦車を造る
◦移動を通して社会を支える	 ◦お客様を支える

事業活動外での社会貢献活動に取り組むにあたり、自社の経
営資源を活用し、社員が主体的におこない、地域に根ざした社
会貢献を目指し、以下の重点活動領域を定めました。

◦輸送支援活動	 ◦地球環境保全活動
◦文化への支援活動	 ◦人づくり支援活動

・法令順守活動（日野行動指針）

第3領域
事業活動外での
社会貢献活動

事業領域 事業外領域

CSR推進体制

日野自動車では、CSR活動を会社経営の一部と位置づけ、活動における行動計画や改善施策、課題の共有・
推進については適宜、代表取締役社長を議長とする経営会議もしくは役員・領域長会議で意思決定・報告を
おこなっています。

また、前年度の活動を毎年振り返って課題を確認し、新年度の経営計画に沿った取り組みを設定するとと
もに、「HINO基本理念」やCSR指針の社内浸透度の向上、指針に沿った活動の推進に努めています。

社員のCSRへの意識を高めるため、社内報などに社会貢献活動をはじめとしたCSR活動の実践事例を掲
載し、周知を図っています。

日野グループとしてCSR活動をさらに推進するため、グループ各社とのネットワークを強化しています。
活動の活性化とグループ全体のCSR活動レベルアップを目標に、日野自動車および、関係会社のトップ向
けCSR講演会や担当者向け勉強会を開催しています。

最新先進安全技術試乗会の様子

日野自動車の主要なステークホルダー

日野自動車では、CSR活動を「社会からの期待に応え、社会とともに持続的発展を目指す活動」と考え
ています。ステークホルダーへの責任を着実に果たすことを目指して日々活動をおこなっています。

私たちは、お客様のお役に立つ商品や
サービスを提供し、お客様の期待に応えます

私たちは、十分なコミュニケーションに
より、信頼関係を育み、相互発展に努めます

私たちは、安全で環境にやさしい商品を
提供し、すべての企業活動を通じ、
地球環境との調和に努めます

私たちは、経営環境の変化を先取りし、
企業価値の向上に努めます

私たちは、社員一人ひとりを尊重し、
自ら成長できる職場づくりに努めます

社外の皆さまとのコミュニケーション

TOPIC

日野自動車は、社外の皆さまに当社への理解を深めていただくために、企業情報の適時・
適正開示と、それらに基づくコミュニケーションが重要であると考えています。

2019年は、定時株主総会や決算発表などの定例開催に加え、東京モーターショーでの情報
発信や、株主様を対象に5月に「古河工場見学会」を、そしてマスコミの皆さまを対象に6月
に「最新先進安全技術試乗会」を開催するなど、当社のことをより広く知っていただくための
取り組みを強化してきました。今後もこのような場を通じ、社外の皆さまからいただいたご意
見等を企業活動に取り入れることで、企業価値のさらなる向上に努めていきます。

私たちは、高い倫理観を持ち、法令を遵守
し、健全な企業市民であることに努めます

私たちは、事業活動をおこなうすべての
地域で社会貢献活動に努めます

お客様

社員 お取引先

株主様 国際社会
地域社会

地球環境

目次 検索

HINO サステナビリティレポート 2019

35

HINO サステナビリティレポート 2019

HINO SUSTAINABILITY 
REPORT 2019

https://www.hino.co.jp/corp/about_us/hino_credo.html
https://www.hino.co.jp/corp/about_us/hino_credo.html


南大東島におけるサトウキビ収穫方法の変遷

お客様のご要望とHINOの取り組み

サトウキビ収穫における
お客様のご要望

お客様のご要望に対するＨＩＮＯの取り組み

悩み 解決策

デュトロ メルツ

レンジャーFT

悪路
走破性

旋回性

畑への
配慮

車両
積載量

起伏の多い畑でも
快適に運転したい

1910～1980年代

軽便鉄道による収穫
1980年代～
ハーベスターと

伴走車（トラック）による収穫

小回りが利く
車両がほしい

畑の畝を傷つけないで
走行したい

積載量を増やし、
効率アップを図りたい

通常は道路を走るト
ラックを畑で使うこ
とで走破性に課題

旋回性を
さらに向上させたい

（中型トラック）

1990年代

2000年代

（小型トラック）

標準仕様では畝を
傷つける可能性あり

積載量を
さらに増やしたい

四輪駆動を採用し、畑で
も柔軟な走行が可能に

小型トラックにサイズダ
ウンし、旋回性を向上

1991年より参戦中のダ
カールラリーの大型タイ
ヤを装着し、車高アップ

サトウキビ運搬用に
荷台のあおりを高くする
ことで、積載量アップ

● 小型トラックにサイズダウンするも、 現状の中型トラックよりも積載量増（2.3t→4t）を実現

◦車両・保線の維持費高
（ 島 の 外 周21kmに 対し、 
鉄路の総延長距離27km）

◦�荷積み・荷下ろしの手
間がかかる

南大東島と
ともに生きる
“サトウキビの島”の一員として

│特集❶│地域活性化につながるお客様貢献活動

沖縄県那覇市から空路で約1時間―沖縄本島の東方約360㎞の洋上に
浮かぶ南大東島。全面積の約60％がサトウキビ畑であり、およそ1,400名
の島民の大多数の方々がサトウキビ産業にかかわるこの島にあって、私たち
日野自動車のトラックもその一員として地域活性化に貢献しています。

南大東島

空路360km

北大東島

沖縄本島

南大東島とサトウキビ産業

20世紀に入るまで無人島であった南大東島
に、伊豆諸島の八丈島からの開拓移民23名が入
植し、サトウキビ栽培による製糖業を興したの
は1900年のこと。南大東島は周囲が絶壁であ
ることから直接船が接岸できず、漁業の振興を
妨げてきました。さらに島の固い地盤は農耕に
は適さず、猛烈な台風の通り道でもある一方で、

雨量自体は季節によってバラつきが大きいため、
農業に必要な水の安定的な確保も困難です。強
風や水不足などに対して大変強いサトウキビが
島の生業となったのは、ここで人が暮らしてい
く以上、ある意味必然であったといえます。

現在、南大東島では終戦後の1950年に設立
された大東糖業株式会社が、島の唯一の製糖会
社としてサトウキビ産業を担っています。南大
東島にとって、サトウキビは島民の方々の生活

1998年、日野自動車の販売会社である沖縄日
野自動車は、サトウキビ運搬の効率化を求めてい
た大東糖業株式会社に、収穫用に特別にカスタ
マイズした「レンジャーFT」※2を提案させてい
ただき、31台をご購入いただきました。当時は
まったくの新規参入でしたが、大東糖業株式会社
はもちろん、地元農家に足しげく通って現場の悩
みを聞き出すことで勝ち取った受注でした。

サトウキビ収穫時の数々の課題― ①ハーベス
ターに伴走するトラックは畑に直接乗り入れる
ため、タイヤ幅が畑の畝に合っていること ②車
高を高く保って畝を傷つけないこと ③ハーベス
ターの速度に合わせて無理なく走れること ④凹
凸のある地面でも問題なく走行できる悪路走破性
を確保すること――こういったことを一つひとつ
解決して、沖縄日野自動車と南大東島との現在ま
で続くつながりを築かせていただきました。

そしていまでも大東糖業株式会社では、当時の
レンジャーFTが大切にメンテナンスされながら、
現役で稼働しています。

を守る唯一の産業であり、サトウキビ産業が衰
退すれば、いずれは人が暮らす島としての存在
価値を失ってしまうことも考えられます。サト
ウキビ産業を守ることには、島民の方々を島に
とどめ、ひいては国土を守るという重要な目的
があるのです。

サトウキビの生産性向上に貢献

南大東島のサトウキビ産業の発展のためには、
持続可能性の確保が必要です。それには生産性の
向上が重要なカギの一つであり、効率の良い収穫
と運搬は永遠の課題といえます。南大東島では、
サトウキビの運搬用に「シュガートレイン」と呼
ばれる軽便鉄道が長らく利用されてきました。し
かし車両・保線の維持費等の問題により、徐々に
トラック輸送に移行し、1983年に全廃。現在、
サトウキビの収穫は、大型ハーベスター※1にト
ラックが伴走して収穫・運送をひとつなぎにする
やり方が最も効率が良いとされています。

▲�取材にご協力いただいた皆さま／左から：沖山清英様（JAおきなわ）、
沖山周利様、新垣好伸様、熊田昌一様（大東糖業株式会社） 

SDGsとの関係性

※1 ハーベスター：サトウキビの収穫に利用される農業機械のこと。　※2 レンジャーFT：中型トラック「日野レンジャー」の四輪駆動車。
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ニジェール

サウジアラビア／ダンアーム

西アフリカ／サントメ

フィリピン／ミンダナオ島

1983

1979

2015

1982

1974

20171977
カナダイラン

カナダ

VOICE

日野自動車のトラックは、南大東島のサトウキビ
産業になくてはならないパートナーです。最初に当
社が日野のトラックを導入した当時、私はまだ農業
をやっていましたが、現場を知る者として色々とリ
クエストさせていただきました。また、2014年にト
ラックの切り替えをお願いした際にも、現場の課題
を的確に捉えたうえで、結果的によく働いてくれる
トラックを提供していただきました。うれしいことに
近年、南大東島にはサトウキビ産業に従事する若者
が定着するようになり、島には活気が持続していま
す。日野自動車には今後も末永く、私たちの事業を
支えていただきたいと思っています。

大東糖業様がサトウキビ収穫伴走用トラックを検討
されるにあたって、当時はサトウキビ農家を営まれて
いた現在の沖山社長のもとを訪ね、さまざまな課題を
教えていただきました。収穫状況に合わせてカスタマ
イズを重ねるなかでは、当時ダカールラリー向けに開
発が進められていたトラックのノウハウを活かすなど、
知恵を尽くして粘り強く、目指す車両をつくり上げて
いきました。それだけに受注が決まった時の喜びは大
きく、その後の糧にもなりました。今では、後継とな
るトラックも納車させていただきましたが、当時の車
両がいつまでも新車のように整備・維持され、元気に
走っているのを見ると非常に感慨深く思います。

次代を担う後継車両を納入

その後も2006年頃から、さらなる生産性向上
を目指し、畑で小回りが利き、かつ一度により多
くのサトウキビを運べるよう車両積載量を増やす
ための検討が始まりました。

沖縄日野自動車では「サトウキビを効率よく収
穫する」という課題の原点に立ち返り、お客様の
ニーズ等を汲み取ったうえで、大東糖業株式会社
やJAおきなわのご協力のもと、約2年間、試験車
を使った検証、および提案を繰り返しました。そ
して2016年、後継の伴走車としても日野自動車
の商品を選んでいただきました。後継車両はレン
ジャーFTの性能を完全に引き継いだわけではあり
ません。しかし、標準仕様の小型トラック「デュ
トロ メルツ」にきめ細かいカスタマイズを施すこ
とで、約30％もの運搬効率向上を実現し、総合的

※1 ハーベスター：サトウキビの収穫に利用される農業機械のこと。
※2 レンジャーFT：中型トラック「日野レンジャー」の四輪駆動車。

▲︎�きれいに整備・維持され、整列した大東糖業様のデュトロ メルツ

100年先も
島の基幹産業を
担っていくために

これからも島を支える
トラックであり続けたい

大東糖業株式会社
代表取締役社長
沖山 龍嗣 様

沖縄日野自動車株式会社
代表取締役社長	 福里 浩介（右）

常務取締役	 比嘉 繁雄（左）

に後継車両にふさわしいと判断されたのです。
金色のサトウキビを荷台に載せて、製糖工場へ

と走る日野自動車のトラックの姿は、南大東島の
冬から春にかけての風物詩です。日野自動車はこ
れからも「もっと、はたらくトラック・バス」を
実現し、南大東島の持続的な発展に貢献していき
たいと考えています。

世界中のお客様のビジネスを支えた 
フィールドメカニック制度

日野自動車が海外への輸出拡大を本格化させ始
めた1960年代、トラック・バスは耐久性・信頼
性ともに欧州車の評価が高く、海外市場を席巻し
ていました。すでに国内では“ディーゼルの日野
自動車”、“トラックの日野自動車”としての名が
知れわたるようになりましたが、海外においては
知名度も低く、サービス体制もまだまだ整備が行
き届いていない状態でした。

とはいえ、海外での成功なくして、日野自動車の
さらなる成長・発展はあり得ません。そこで取っ
た戦略が、海外現地でのアフターサービスの強化
を進め、日野自動車の商品を選んでいただいた後

のサポート体制を充実させるというものでした。当
時のトラック・バスのビジネスは、“一度販売した
ら終わり”の売り切り型ビジネスが主流でしたが、
日野自動車は海外販売の拡大を目指したアフター
サービス強化の一環として、1963年にフィールド
メカニック（FM）制度を発足させました。

「お客様の仕事を止めない」その使命のために

「お客様に長く日野自動車の車両を使っていた
だきたい」――FMとは、このような想いをもっ
て日本から海外派遣され、現地密着型でサービス
技術の普及に取り組むメカニックのことです。社
内公募で選ばれた者が、一定水準の語学力や整備
技術の習得に向けた研修を経てようやく現地に派

トータルサポート
の源流

│特集❷│地域の物流を支える取り組み

日野自動車の強みは、国内はもとより世界中に送り出したトラック・バスが
お客様のもとでしっかりと働き続け、その役割を全うできるよう、

きめ細かなサービスで支える「トータルサポート」です。
50年以上も前から続いてきた海外での徹底したアフター
サービスへの取り組みは、「トータルサポート」の

精神に大きな影響を与えています。

「フィールドメカニック」から「フィールドサービスエンジニア」へ

SDGsとの関係性

SPECIAL FEATURE

特集
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井戸掘り公団への
トラクター・トレーラー
納入（西アフリカ）

遣されるなど、しっかりとした人財育成と連動し
た制度でもありました。

気候も道路状況も異なる国々において、環境に
合わせた適切な車両の管理・メンテナンスをおこ
なうことは、そう生易しいものではありません。
時にはたどり着くだけでも困難な僻地や砂漠、危
険を伴う紛争地帯で作業を強いられることもあ
り、コミュニケーションの問題が生じることも日
常茶飯事です。1980年代にFMとして現地で活
動した塩澤俊哉（現、サービス部長）は「とにかく
タフな仕事。僻地でも単独でこなせる整備力が必
要で、現地に溶け込む人間性も問われました」と
当時の仕事を振り返ります。
「23歳の時、初の赴任先だった西アフリカで

は、井戸掘り公団にトラクターやトレーラーを納
入するために砂漠を2泊3日の行程でひた走りま
した。大変な旅でしたが、出迎えてくれた村の
方々の笑顔に報われる思いがしました。その後、
数多くの国々に駐在しましたが、メカニックが呼
ばれるような事態は、最初はお客様が怒っている
のがあたり前。そこでしっかりと仕事を果たすこ
とで信頼関係を築くしかありません。お客様や代
理店に『No』と言ってはならない――現場に足
を運び、現場の事実に基づいて考える『現地現物』
でお客様の困りごとを解決する――こうしたFM
教育の教えを胸に、厳しくも楽しく、実に充実し
た日々でした」

海外に派遣されたFMは、1996年までに全
31期を数えました。徹底したアフターサービス
によってお客様の車両の稼働率100％を目指す
彼らの姿勢は、海外における日野自動車の評価・
信頼に大きな影響を与えるだけでなく、現在の日
野自動車における「トータルサポート」の礎と
なりました。そしてその魂は後継であるフィー
ルドサービスエンジニア（FSE）に引き継がれて
います。

海外市場の拡大と高度な整備技術への対応

日野自動車では、2007年度に海外での販売台
数が国内を上回って以降、海外事業拡大を続けて
きました。その間、サービス面の品質向上に加
え、近年進む車両のハイテク化・複雑化への適応
にも取り組んできたのが、現在FMの後継として
活躍しているFSEです。

FM制度が入社後に志望者を募っていたのに対
しFSEは海外派遣を前提に採用されるスペシャリス
ト。整備技術や語学の習得はもちろん、接客応対の
技術や、日野自動車の車両そのものの知識、車両の
電子システムに関する知識・スキルなど、FSEに必
要とされる能力は多岐にわたり、数年間の教育期間
を経て海外に送り出されます。

実際の派遣先では、故障車両の修理だけでな
く、架装の提案やコスト低減などお客様のビジネ
スに深く関わるさまざまな相談事の窓口としての
役割が期待され、FM時代よりもニーズは多様化
しています。とはいえ、根本的な仕事の内容は

「トータルサポート」の源流とされるFMと変わ
りません。すなわち、日野自動車の提供する商品
が、世界各国の人流・物流に貢献し続けられるよ
う、お客様の車両一台一台に最適な高品質のサー

VOICE

整備を通じて海外で活躍したいという思いがあり、
日野自動車に入社後、試験を受けてFMの18期生と
なりました。肉体的にも精神的にも過酷な現場は数
多くありましたが、当時は「日野自動車のサービス
の基盤をつくる」という明確な目標のもと、やりがい
をもって仕事ができました。今は現場を離れました
が、さまざまな国で働く中で培った多様性を尊重す
る気持ちは、サービス部をまとめる立場になった今
でも役立っていると感じます。FMの後継であるFSE
には、世界の「HINO」ブランドをさらに強くするた
めに、当時の我々以上の思いで「トータルサポート」
を一層深化させていってほしいと思います。

企業内訓練校の日野工業高等学園に通い、ものづく
りについて学んだ学生時代、海外赴任が前提のFSEの
募集に興味を持ち、その1期生として入社しました。
海外の現場では、飛行機で修理に向かうなど日本では
考えられないようなこともありますが、お客様の喜ぶ
姿に日々やりがいを感じられる仕事でもあります。ま
た若いころから海外に出て、地域に密着した仕事をす
ることで、多様性にも通ずるオープンな考え方を身に
つけられたように思います。今も数年ごとに国内、海
外と行き来するような日々ですが、日本にいるときに
は自分が経験し、学んできたことを後輩たちに伝える
ことも重要な役目だと感じています。

多様性を尊重する
姿勢を養った

海外の最前線で
若くして働ける

参与
塩澤 俊哉

サービス部 業務統括室 
企画グループ
今岡 優樹

ビスを施し、お客様の仕事を止めないこと――そ
こに行き着くのです。
「駐在先でかつてのFMたちの足跡を感じること

があります」と語るのは、FSE一期生の今岡優樹。
「自分が初めて訪れる土地にも関わらず、現地の方
に自然と受け入れてもらえるのは、これまで世界
各国で力を尽くしてきたFMの先輩方のおかげだ
と思っています」。現在、日野自動車が育てたFSE
は、FM時代も含めて数百名。これらの「トータル
サポート」の実践者たちが、世界各地でさまざま
なお客様の思いに応えるサービスの提供を通じて、
日野自動車の価値そのものを高めてきました。

今後も日野自動車では、国内外においてますま
すの成長、発展を目指していきます。その際、忘
れてならないのは、日野のトラックやバスがある
ところにはお客様一人ひとりの仕事があり、ニー

ズや期待があるということです。
1983～1985年に取締役会長を務めた、故 

荒川政司氏は次のように語っています。「FMは
日野の無名戦士。FMなくして、世界の日野はあ
り得ない」――私たちは「トータルサポート」の
源流たるFM、FSEが築きあげたお客様との絆を
深め、現地現物の精神をしっかりと引き継ぎなが
ら、「チーム日野」一丸となって世界中のお客様
を支え続けます。

サービスの知識・技能を競う、
スキルコンテスト参加者と
FSE今岡氏（カナダ）

特集 特集
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安全・環境技術を
追求した

最適商品の提供

最高に
カスタマイズされた
トータルサポート

暮らし、
お客様の仕事、
ものづくりを

データで見える化

人・モノの
移動を全体最適

サービスインフラ
としての車両活用

多様な
ニーズに応える
商品を通じた
価値創造

データの活用
による

価値創造

A prosperous and comfortable sustainable society

豊かで住みよい持続可能な社会

様々な社会課題の解決様々な社会課題の解決

交通事故のない
安心安全な社会 人・モノの移動による

環境負荷の少ない社会

人・モノが自由に
最適に移動できる社会

社会と
お客様ビジネスを

サポート

テクノロジー・
サービスの基盤

日野の
アイデンティティ

Shared
移動、空間、時間の共有

Speed
変化に柔軟に素早く対応する

Electric
効率と柔軟性を高める

Emotion
共に力を合わせ感動を共有する

Platform
多様なサービスに変幻自在に対応

People
生活者やお客様の目線で寄り添う

Connected
モビリティと人、物、街をつなぐ

Challenge
挑戦の中から学び成長する

Autonomous
運転からの解放

Attitude
正しい考え方を持ち行動する

仲間づくり

×
TOYOTA GROUP

アプローチ

視点

一人ひとりの個性と
能力を発揮できる

人々 が繋がりの中で
連帯し支え合う

[REAL]
[DIGITAL]

Partnerships
仲間づくり

×
TOYOTA GROUP

Partnerships

A society where people and goods
can move fleely and optimaly

Each person is able to demonstrate 
their uniqueness and abilities

A society with less environmental impact
from the movement of people and goods

Solving various social issuesSolving various social issues

Use data to visibly represent our
day to day lives, our customers’ 

operations, and manufacturing

Best-fit products incorporating 
safety and environmental 

technologies

Total Support customized 
for each vehicle

Foundation of technology services
Sharing mobility, space, and time Support diverse services through 

ever-changing transformation
Liberation from driving Connecting mobility, people, 

goods, and cities
Enhance efficiency and flexibility

Respond quickly and flexibly 
to changes

Walk side by side with consumers 
and customers from their perspectives

Act with the right mindset Learn and grow from challenges Join forces together 
to share excitementHino’s identity

Optimize the mobility of people 
and goods in its entirety

Utilize vehicles as a form 
of service infrastructure

Supporting our societies 
and our customers’businesses

Creating value through 
products that meet 

diverse needs

Creating value through 
the utilization of data

Points of view

Approaches

Safe and secure society
without traffic accidents

People unite and support 
each other in connection

Hino Motors’Value Creation Story
日野自動車の価値創造ストーリー

TOPIC 　東京モーターショー2019

HINO @ TOKYO MOTOR SHOW 2019

2019年10月24日〜11月4日まで、東京ビッグサイトにて開催された「東京モーター
ショー2019」では、一人ひとりの幸せをこの星の隅々まで運び続けたいという想いを込め、

「Transporting Every Happiness」をテーマに、日野が思い描く未来の持続可能な豊かな暮らし
を、コンセプトモデルやアニメーションなどを使って表現しました。また、これまで取り組んでき
た未来につながる先進技術を紹介しました。

“CASE”から「SPACE」へ

変幻自在に暮らしを最適化するモビリティコンセプト

◦安全で高品質な
　作業サービス 
さまざまな作業用途に合わせ、作業場所や稼動
状況などを離れた場所から操作・管理するサービ
スを提供します。

◦想いも届ける集配サービス 
24時間利用可能な集配ボックスへの自動輸送
や、自動台車やドローンを活用した個別集配、個
人がインターネットを通じて集配業務を請け負う
ことが可能。また、車両前側の集荷ユニットで自
動梱包ができます。

◦人々が集う旅客サービス 
地域の特徴や需要に応じて個別に最適
化された移動空間を提供。地域に親しま
れるモビリティとしてコミュニティを活性
化します。

◦ゴミという言葉を無くす
　リサイクルサービス 
資源を回収しながら高品質なリサイクル
と、地域内連携による資源循環のマネジメ
ントサービスを提供 

◦�心も身体も元気にする 
美容サービス 

場所に捉われず、誰もが美容を通じて美しく輝く
喜びを享受できるサービスを提供します。

◦�一人ひとりの「欲しい」に 
応える小売サービス 

３Dプリントユニットやディスペンサーを搭載し、購
買需要に応じて最適な場所に自ら移動しながら利
用者のニーズに合わせた商品を生成・販売します。

社会やお客様の
ニーズに合わせ自由度の高い

変幻自在なボディを
搭載することが可能です。
人、モノ、街をつなぎ
暮らしを最適化する

サービスプラットフォーム
としての役割も果たします。

自動車業界がクルマを通じて提供する価値は、“CASE”の進展により飛躍的に拡大していきま
す。日野自動車は、この価値を社会に広く提供していくために、基盤となる「プラットフォーム」
が必要と考えます。“CASE”に“P”を加えた『SPACE』、これが今後日野自動車が進める変革のキー
ワードです。

HINO SUSTAINABILITY 
REPORT 2019

HINO サステナビリティレポート 2019
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